
川上村の今を伝える行政情報誌

広報 かわかみ

C O N T E N T S

158
令和 4年 4月 22日

no.



令和4年度の川上村一般会計及び各特別会計の予算は、3月17日の村議会定例会において原案どおり可決され、新
年度が始まりました。
一般会計予算は、前年度対比15.9％増の62億7,300万円、特別会計は、全8会計（全10勘定）で前年度対比4.4％

増の23億7,240万円です。総予算額は、年度対比12.5％増の総額86億4,540万円です。
一般会計予算は、「新庁舎・交流防災センター建設（18億6,975万円）」と「千曲川左岸道路・大深山産業道路建設（5

億4,990万円）」などの大型建設事業により、昨年に続き過去最大の予算額となっています。財源の確保や建設目的の
ために積立てしてきた基金の活用を行い、世代間負担の差が大きくならないようにするとともに、将来を見据えた健全
な財政を維持していきます。

一般会計予算令和4年度 62億7,300万円

総務費
27億3,224万円
（43.7％）

民生費
6億3,414万円
（10.1％）

衛生費 3億417万円（4.7％）

農林水産業費
4億5,482万円
（7.3％）

土木費
8億8,930万円
（14.2％）

消防費
1億6,050万円
（2.6％）

教育費
6億296万円
（9.6％）

公債費
3億6,056万円
（5.7％）

予備費 2,800万円（0.4％）

商工費
6,643万円
（1.1％）

労働費 17万円（0.0％）

災害復旧費
1万円（0.0％） 議会費

3,970万円（0.6％）
一般会計歳出
《目的別》

このような事業に予算が使われます

一般会計・特別会計事業内容

総務費 27億3,224万円
■新庁舎・交流防災センター建設
令和3年度に着手した新庁舎・交流防災センターの建設
を引き続き行います。令和5年春の供用開始を目指し工
事を進めます。（18億6,975万円）
■情報連絡施設移設・更新事業
役場庁舎建設事業に伴い、現在役場庁舎にあるケーブ
ルテレビ等の送受信の施設を新庁舎へ移設・更新しま
す。（3億7,546万円）
■結婚活動支援事業
結婚相談やめぐりあい補助金に加え、結婚の費用を支
援するため新たに結婚祝金を設けます。婚活イベントは

■その他 特別会計繰出（村営バス）、交通安全対策（カー
ブミラー設置、安全協会補助、チャイルドシート補助ほか）、自
治振興（街路灯設置補助、防犯対策他）、広報（ケーブルテ
レビ、広報紙）、市町村地域交流、戸籍住民登録、統計

議会費 3,970万円
議会運営費（議員報酬、研修費ほか）

新型コロナウイルス感染症の動向を見ながら実施する
かを判断します。（374万円）

民生費 6億3,414万円
■放課後児童クラブ
授業終了後、仕事などで保護者がいない家庭の児童を
公民館などで預かり、遊びを主とする活動を通じて、児
童の育成と保護者の就労を支援します。上地区、下地区
で年間を通して事業を行います。（940万円）
■子育て支援センター運営費
子どもを育てやすい子育て支援を推進します。
（1,931万円）
■福祉医療費
子ども（高校生まで）・障がい者・ひとり親家庭等・妊産
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【令和4年度】一般会計予算

■その他 放課後児童クラブ、社会福祉協議会委託、特
別会計繰出（国保・介護・後期高齢者）、障害者福祉、高齢
者福祉、児童手当、介護予防事業、地域包括支援センタ
ー運営、人権政策、保育所運営、国民年金

衛生費 3億417万円
■予防接種事業
新型コロナウイルスワクチン接種、インフルエンザ予防
接種や幼児を対象としたヒブワクチン、小児用肺炎球菌
ワクチン等の接種事業を実施します。（2,045万円）
■ヘルススクリーニング等健診事業
ヘルススクリーニングや胃検診、大腸ガン検診、婦人科
検診の実施や人間ドックに対する助成などを行い、村民
の健康増進に努めます。（1,735万円）

■その他 ヘルススクリーニング等検診事業、妊婦新生
児一般健康診査補助、環境衛生組合負担金、ゴミ処理委
託、焼却施設管理運営、ヘルシーパーク中央棟管理運営、
環境保全整備、新エネルギー等導入助成事業、特別会計
繰出（村営水道）

農林水産業費 4億5,482万円
■農村地域防災減災事業
御所平埋原地区から信濃川上駅付近に流出する雨水増
加に伴い、排水機能を強化するために令和6年度から
の県営事業の導入に向けて実施計画の策定を行います。

（1,417万円）
■農免道路畑土持ち出し対策事業
主要農免道路への畑土持ち出しを抑制するためのゴム
マットを圃場に敷設します。（345万円）
■野菜消費キャンペーン事業
都内循環バスにラッピング等の川上村高原野菜の消費
拡大PR事業を展開します。（95万円）
■村有林の整備
村内4箇所（約27ha）の村有林の整備を行います。

（3,609万円）
■有害鳥獣駆除事業
ニホンジカの計画的な保護管理により、生態系の長期
にわたる安定的な維持と、農林業被害の軽減を図りま
す。（644万円）

土木費 8億8,930万円
■千曲川左岸道路・大深山産業道路建設事業
居倉小坂橋から大深山ナナーズ付近にわたり道路を整
備し、令和5年度の完成を目指します。（5億4,990万円）
■河川改修事業
災害の発生を予防し、被害拡大を防止するために準用
河川等の修繕を行います。令和4年度には、原地区古道
沢川等の修繕を行います。（1,600万円）
■道路維持・修繕工事
各地区の要望から、村内各所の道路舗装工事や小規模
な修繕工事を行います。（1億404万円）

■その他 農業委員会（農業委員報酬ほか）、森の駅マル
シェかわかみ運営、農業経営基盤強化資金利子助成、野
菜生産安定対策（転作・価格差・緑肥奨励金）、特別会計
繰出（下水道事業（農業集落排水事業））、村営牧場管理、
国土調査、清浄野菜安定供給対策（廃プラ、野菜生産販
売戦略）、森林造成事業、水源林分収造林受託管理、林業
従事者住宅管理

消防費 1億6,050万円
■消防設備更新
川端下分団の軽積載車を更新します。（408万円）

教育費 6億296万円
■統合小学校建設事業
令和８年度開校を目標に、校舎建設の基本設計、地質の
調査、用地購入を行います。（2億1,681万円）
■高校生通学扶助
高校生の村営バス定期券及び回数券の料金を村内一律
の料金（御所平からの料金）として、通学扶助を行います。

（290万円）
■■生涯学習教室
大人から子どもまでを対象とした各種多用の生涯学習
教室を実施します。（544万円）

災害復旧費 1万円

公債費 3億6,056万円

予備費 2,800万円

■その他 道路橋梁改良事業、道路維持修繕、除雪・融
雪剤散布業務委託、特別会計繰出（公共下水道）、公営住
宅管理

商工費 6,643万円
■クライミングイベント
廻り目平キャンプ場を利用したクライミングイベントを
開催し、川上村のPRと観光促進を図ります。
（300万円）
■地域活性化創業推進事業
新規事業の創設、開始に係る費用の一部を助成します。

（100万円）

■その他 商工会補助、山菜まつり事業委託、観光協
会・花火大会補助、廻り目平観光施設指定管理委託、
登山道整備、保健休養地管理業務（高登谷）、観光施
設整備

労働費 17万円

婦の方で対象条件を満たす場合に、医療費に対して扶
助を行い、早期適切な受療と医療費の家計への負担軽
減を図ります。（2,400万円）
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■村税 　　5億403万円
■分担金及び負担金
2,529万円
（0.4％）

■地方譲与税
1億3,350万円
（2.1％）

（1.9％）

■地方交付税
19億6,400万円（31.3％）

■国庫支出金
5億7,855万円
（9.2％）

■県支出金
1億5,873万円（2.5％）

■村債
20億8,210万円
（33.2％）

■利子割交付金 50万円
■配当割交付金 220万円
■株式等譲渡所得割交付金 330万円
■地方消費税交付金 9,500万円
■法人事業税交付金 300万円
■ゴルフ場利用税交付金 500万円
■環境性能割交付金 800万円
■地方特例交付金 280万円
■交通安全対策特別交付金 60万円

村民税 2億1,625万円
固定資産税 2億4,108万円
軽自動車税 2,570万円
市町村たばこ税 2,100万円

（8.1％）

自主財源　19.7％

依存財源　80.3％

■使用料及び手数料
　　1,336万円

■財産収入 2,119万円
■寄付金 171万円
■繰入金 5億8,674万円
■繰越金 2,800万円
■諸収入金 5,541万円

（11.3％）

■ 令和4年度 一般会計・特別会計 歳入歳出予算
会計名 令和4年度 令和3年度 増減額 前年対比

川上村一般会計 62億7,300万円 54億1,400万円 8億5,900万円 15.9％
川上村営バス事業特別会計 3,880万円 3,760万円 120万円 3.2％
川上村特別住宅特別会計 3,110万円 3,180万円 △70万円 △2.2％
川上村国民健康保険特別会計（事業勘定） 9億1,590万円 8億7,490万円 4,100万円 4.7％
川上村国民健康保険特別会計（診療施設勘定） 1億610万円 1億30万円 580万円 5.8％
川上村後期高齢者医療保険事業特別会計 5,770万円 5,830万円 △60万円 △1.0％
川上村介護保険事業特別会計 5億2,840万円 5億4,240万円 △1,400万円 △2.6％
川上村訪問看護事業特別会計 2,340万円 2,340万円 0万円 0.0％
川上村営水道事業特別会計 1億9,810万円 2億650万円 △840万円 △4.1％
川上村下水道事業特別会計（農業集落排水事業勘定） 1億9,260万円 2億730万円 △1,470万円 △7.1％
川上村下水道事業特別会計（公共下水道事業勘定） 2億8,030万円 1億9,040万円 8,990万円 47.2％

特別会計 計 23億7,240万円 22億7,290万円 9,950万円 4.4％

全会計 計 86億4,540万円 76億8,690万円 9億5,850万円 12.5％

一般会計歳入 62億7,300万円

【令和4年度】一般会計予算
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川上村新庁舎等建設工事に
伴う仮設駐車場のご案内

川上村新庁舎及び交流防災センター建設工事が始まりま
した。現役場庁舎や中央公民館へお越しの際には、仮設駐車
場をご利用して頂くことになります。役場庁舎利用は仮設駐
車場②、中央公民館利用は仮設駐車場③へお車を停めて頂く
とスムーズに建物内に入ることができます（青色部分）。また、
庁舎と中央公民館は内部で繋がっていますので、双方から移
動することも可能です。村民の皆さまにはご不便をおかけ
しますがご協力の程よろしくお願いします。なお、新庁舎及
び交流防災センターは、令和5年3月の完成を目指して工事
を進めています。

川上第一小学校 川上第二小学校 川上中学校

職 名 等 氏 名 職 名 等 氏 名 職 名 等 氏 名

校長 神田 博幸 校長 佐々木 哲也 校長 金井 勝久

教頭 山下 博 教頭 細川 賢 教頭 荻原 正樹

1学年 南澤 なつみ 1学年 櫻井 一誓 教務／2年主任 平井 勝矩

2学年 石井 加恵 2学年 駒澤 信二 1年主任 春原 雅哉

3学年 酒井 雄一 3学年 小須田美江子 １年１組担任 武井 聖圭

4学年 近藤 哲 4学年 山田 大輝 １年副担任 須田 理恵

5学年 白澤 和輝 5学年 川前 大樹 １年副担任 鶴田 智穂

6学年 鈴木 海平 6学年 櫻畑 淳 2年1組担任 宮嶋 雪

うぐいす学級 上倉 一晃 にこにこ学級 小宮山 絹代 2年副担任 鷹野 翔

音楽専科 大井 恭兵 理科専科 上原 秀司 2年副担任 松平 珠美

少人数指導・スケート担当 油井 文子 音楽専科 笠松 美枝 3年主任/Ａコース担任 阿部 千浩

養護 鈴木 晶子 少人数指導 鈴木 桃子 Ｂコース担任 矢ヶ崎 和道

事務職員 高野尾 恭子 主事（事務） 亀田 浩史 3年副担任 三宅 康太

三校図書館事務 古原 夕子 支援員 増田 由美子 3年副担任 本田 のぞみ

ALT（小学校） 由井 恵理 支援員 遠藤 琴音 美術（南牧中と兼務） 早川 栄

支援員 林 美穂 庁務員 林 由美子 ALT リー・アナンディタ・メイ

支援員 今井 由香里 教護教諭 津金 美紀

庁務員 菊池 玉枝 栄養教諭 髙橋 紗也加

主査（事務） 髙見澤 満昭

初任研指導教員（南牧南小と兼務） 小須田 守

支援員 杉山 京子

庁務員 由井 隆之

共同調理場
給食従事員

渡邉 輝恵 木村 優子
今井はるみ 宮越 晴美
井出 葵

18名 16名 27名

令和4年度 学校職員体制 令和4年4月1日現在



３
月
17
日（
木
）、佐
久
合
同
庁
舎
で「
令
和

３
年
度
消
防
庁
長
官
表
彰
伝
達
式
」が
行
わ

れ
、吉
澤
節
夫
前
団
長
が「
永
年
勤
続
功
労

章
」を
受
章
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、高
橋
佐
久
地
域
振
興
局
長
か
ら
賞

状
と
記
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
、消
防
吏
員
と
し
て
過
去

25
年
間
に
お
け
る
出
動
率
が
高
く
、

勤
務
成
績
が
優
秀
な
方
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。

消
防
功
労
者

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

を
受
章

令和3年度「
永
年
勤
続
功
労
章
」と
は
…
…

居
倉
若
妻
会

道
路
河
川
愛
護
活
動

知
事
表
彰
を
受
賞

3月23日（水）佐
久
建
設
事
務
所
で
贈
呈
さ
れ
た
こ
の
知
事

表
彰
は
、長
年
に
わ
た
り
道
路
や
河
川
の
愛
護

に
努
め
、そ
の
実
績
が
顕
著
な
団
体
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
、県
の
活
動
団
体
に
登
録
後
11
年
目

と
な
る
居
倉
若
妻
会
は
、今
回
そ
の
活
躍
に
対

し
表
彰
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

居
倉
若
妻
会
の
代
表
と
し
て
参
加
し
た
伊
藤

佳
代
さ
ん
は
、「
年
々
活
動
人
数
が
減
っ
て
い
く

中
で
、負
担
を
減
ら
し
つ
つ
も
活
動
の
質
を
落

と
さ
な
い
よ
う
工
夫
を
し
て
い
て
、そ
の
こ
と
が

今
回
の
表
彰
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
」と
ふ
り
か
え
り
ま
し
た
。
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高
齢
者
医

療
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

◎
令
和
４
年
度
川
上
村
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

◎
令
和
４
年
度
川
上
村
訪
問
看
護
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

◎
令
和
４
年
度
川
上
村
営
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

◎
令
和
４
年
度
川
上
村
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

契
約

◎
令
和
元
年
10
月
11
日
～
13
日
発
生
台

風
19
号
豪
雨
災
害
復
旧
事
業
５
０
１
/

４
川
向
地
区
の
変
更
請
負
契
約
の
締
結

◎
令
和
２
年
度（
元
年
災
）公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
工
事
蓬
一
号
橋
の
変
更
請

負
契
約
の
締
結

発
議

◎
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

抗
議
す
る
決
議

◎
中
部
横
断
自
動
車
道（
長
坂
～
八
千

穂
）の
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書

委
員
会
審
査
報
告

◎
え
ん
罪
被
害
者
を
一
刻
も
早
く
救
済

す
る
た
め
に
再
審
制
度
の
速
や
か
な
改

正
を
求
め
る
陳
情（
継
続
審
査
）

定例会
主な議案と内容

第
１
回
定
例
会

専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て

◎
令
和
３
年
度
川
上
村
一
般
会
計
第
４

回
補
正
予
算

条
例
改
正

◎
川
上
村
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、給

与
、服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◎
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
川
上
村
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
川
上
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◎
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

補
正
予
算
等

◎
令
和
３
年
度
川
上
村
一
般
会
計
第
５

回
補
正
予
算

◎
令
和
３
年
度
川
上
村
営
バ
ス
事
業
特

別
会
計
第
１
回
補
正
予
算

◎
令
和
３
年
度
川
上
村
特
別
住
宅
特
別

会
計
第
１
回
補
正
予
算

◎
令
和
３
年
度
川
上
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
第
４
回
補
正
予
算

◎
令
和
３
年
度
川
上
村
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
事
業
特
別
会
計
第
２
回
補
正
予

算◎
令
和
３
年
度
川
上
村
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
第
２
回
補
正
予
算

◎
令
和
３
年
度
川
上
村
訪
問
看
護
事
業

特
別
会
計
第
３
回
補
正
予
算

◎
令
和
３
年
度
川
上
村
営
水
道
事
業
特

別
会
計
第
１
回
補
正
予
算

◎
令
和
３
年
度
川
上
村
下
水
道
事
業
特

別
会
計
第
３
回
補
正
予
算

川上村議会 ●

3月3月

上
程
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原

案
ど
お
り
承
認
・可
決
・
同
意
さ

れ
ま
し
た
。



川
上
村
議
会
は
令
和
三
年
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
十
二
月
二
日
の
日
程
で
、友
好
都
市
提
携
を
結
ぶ
沖
縄
県
恩
納
村
を

中
心
と
し
た
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

村
内
５
中
学
校
を
統
合
し
、令
和
２
年
４
月
に
開
校
し
た
恩
納
村
立
う
ん
な
中
学
校
を
は
じ
め
、観
光
の
中
心
で
あ
る

万
座
毛
周
辺
活
性
化
施
設
、川
上
村
の
農
家
が
技
術
提
供
し
た
レ
タ
ス
栽
培
状
況
や
、子
育
て
支
援
状
況
等
々
、幅
広
く

有
意
義
な
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
初
に
、恩
納
村
役
場
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
庁
舎
を
訪
れ
る
と
、村
長
・
副
村
長
を
初
め
、多
く
の
職
員
に
出
迎
え

て
頂
き
、観
光
立
村
で
あ
る
恩
納
村
の
お
も
て
な
し
の
心
を
感
じ
ま
し
た
。

《
う
ん
な
中
学
校
》

村
内
５
中
学
校
を
統
合
し
、令
和
二
年

四
月
に
開
校
し
た
中
学
校
で
あ
り
、村
の

中
心
部
に
位
置
し
、海
を
眺
め
る
高
台
に

建
設
さ
れ
、沖
縄
の
風
土
を
感
じ
ら
れ
る

建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
学
校
に
到
着
す
る
と
、私
達
の
乗
っ

た
バ
ス
が
半
地
下
の
駐
車
場
へ
案
内
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
大
型
の
観
光
バ
ス
が

２
台
置
い
て
あ
り
、説
明
を
受
け
る
と
、南

北
の
集
落
か
ら
通
う
子
供
達
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
を
、大
型
バ
ス
を
所
有
す
る
観

光
業
者
に
委
託
し
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

学
校
内
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
う
と
、新

し
い
校
舎
で
生
徒
達
が
の
び
の
び
と
活
動

し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
施
設
の

特
徴
と
し
て
は
、プ
ー
ル
を
屋
上
へ
設
置

し
、火
災
時
に
は
消
火
用
水
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、安
全
面
に
も

か
な
り
の
配
慮
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

統
合
小
学
校
建
設
を
控
え
る
当
村
に
お
い

て
も
参
考
と
な
る
設
備
が
数
多
く
あ
り
ま

し
た
。

《
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
》

恩
納
村
で
は
、公
立
保
育
所
が
３
施
設

あ
り
、そ
の
１
施
設
の
中
に
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て
い
ま
す
。
あ
ま
り

大
き
な
ス
ペ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、親
子
で
楽
し
め
る
催
し
や
、子
育
て

相
談
等
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
の
事
で
し

た
。

《
お
ん
な
の
駅

な
か
ゆ
く
い
市
場
》

こ
の
施
設
は
、村
が
建
設
し
、指
定
管

理
に
よ
り
事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
恩

納
村
に
来
て
立
ち
寄
ら
な
い
人
は
い
な
い

と
言
わ
れ
る
程
の
人
気
で
あ
り
、本
来
で

あ
れ
ば
観
光
客
で
い
っ
ぱ
い
の
店
内
も
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、観
光
客

も
少
な
く
、本
来
の
姿
を
見
る
事
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、店
内
で
は
、地
元
産
の

野
菜
・
果
樹
を
は
じ
め
、土
産
品
が
数
多
く

取
り
揃
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

《
万
座
毛
周
辺
活
性
化
施
設
》

こ
れ
ま
で
の
万
座
毛
は
、土
産
品
店
や

ト
イ
レ
等
の
施
設
の
老
朽
化
、駐
車
ス
ペ
ー

ス
も
狭
い
事
に
よ
り
、観
光
シ
ー
ズ
ン
に

は
周
辺
道
路
が
常
に
渋
滞
を
お
こ
し
て
し

ま
う
状
況
で
し
た
。
新
し
く
建
設
し
た
、

「
万
座
毛
周
辺
活
性
化
施
設
」は
、一
店
舗

毎
に
あ
っ
た
売
店
を
集
約
し
、施
設
内
に

設
営
し
、併
せ
て
駐
車
場
等
の
整
備
を
お

こ
な
っ
た
建
物
で
し
た
。
施
設
内
は
、多
く

の
店
舗
が
軒
を
並
べ
、土
産
品
売
場
か
ら
、

フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
を
設
置
し
、お
客
さ
ん

が
、足
を
留
め
て
施
設
を
利
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
造
り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、施
設
内
か
ら
、万
座
毛
展
望
エ
リ
ア

へ
抜
け
る
方
式
と
な
っ
て
お
り
、施
設
と
万

座
毛
が
一
体
化
し
た
素
晴
ら
し
施
設
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

《
シ
ン
カ
レ
タ
ス
圃
場
》

平
成
26
年
に
川
上
村
の
農
家
有
志
に
よ

り
技
術
提
供
し
レ
タ
ス
栽
培
が
始
ま
り
ま

し
た
。
当
初
は
、10
名
程
度
が
レ
タ
ス
栽

培
に
興
味
を
持
ち
着
手
し
ま
し
が
、そ
の

後
、高
齢
化
や
安
値
が
続
い
た
事
も
あ
り
、

現
在
は
３
名
の
方
が
栽
培
を
継
続
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、台
風
に
よ
る
被
害

や
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
景
気
の
低
迷

に
よ
り
、売
上
に
つ
い
て
は
今
も
苦
し
い
状

況
と
の
こ
と
で
し
が
、今
年
の
レ
タ
ス
は
作

柄
も
非
常
に
よ
く
、見
た
目
は
川
上
産
と

比
べ
て
も
遜
色
な
い
出
来
栄
え
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、頑
張
っ
て
く
れ
て
い

る
方
へ
の
、技
術
提
供
を
惜
し
み
な
く
続
け

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

《
沖
縄
県
立
農
業
大
学
校
》

名
護
市
に
あ
る
県
立
農
業
大
学
校
と
し

て
、就
農
を
目
指
す
生
徒
が
40
名
程
学
ぶ

学
校
で
、園
芸
、畜
産
の
学
科
が
あ
り
ま

す
。
講
師
先
生
の
お
話
し
の
中
に
生
徒
の

８
割
が
非
農
家
出
身
者
で
あ
る
と
の
話
し

で
し
た
。
こ
の
学
校
に
来
て
初
め
て
農
業

の
基
礎
を
学
ぶ
と
い
う
事
で
あ
り
、川
上

村
の
よ
う
に
、農
家
で
生
ま
れ
て
農
業
の

雰
囲
気
を
知
る
子
供
達
と
は
、そ
も
そ
も

違
う
の
で
、色
々
難
し
い
部
分
も
あ
る
と

の
事
で
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、沖
縄
県
の

農
業
を
支
え
る
人
材
と
し
て
、大
き
く
育

っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
事
で
し
た
。

川
上
村
議
会

沖
縄
県
視
察
研
修
報
告

今
回
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
視
察
研
修

を
受
け
入
れ
て
頂
い
た
恩
納
村
の

皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
と
共
に
、現
在

の
恩
納
村
に
限
ら
ず
、沖
縄
県
全
体

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、

大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
事
を
痛

感
し
た
次
第
で
す
。
ま
た
、私
達
が

伺
っ
た
頃
は
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
も
少
し
穏
や
か
に
な
り
、観
光

客
が
戻
り
始
め
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
海
底
火
山
噴
火
に
よ
る
軽
石

の
被
害
に
よ
り
、大
き
な
労
力
と
観

光
資
源
が
危
機
に
お
ち
い
っ
て
い
る

状
況
で
し
た
。

今
後
も
、友
好
都
市
と
し
て
恩
納

村
を
励
ま
し
、お
互
い
を
助
け
合
え

る
関
係
で
い
ら
れ
る
事
を
願
い
ま
し

て
、研
修
報
告
と
致
し
ま
す
。

恩納村
施設視察

ま
と
め

海を望む中学校

7 広報かわかみ NO.158



8令和4年（2022年）4月22日発行

月 火 水 木 金

午前 青栁 木下 矢藤 伊藤
植松

8：30〜
10：30

胃カメラ

柳井

午後 青栁 木下
（往診） 青松 矢藤

（往診） 窪田 伊藤
（往診） 塩ノ� 柳井

令和4年度 川上村診療所 診療体制

青栁 ＝ 青栁佳奈子
木下 ＝ 木下裕介
青松 ＝ 青松棟吉
矢藤 ＝ 矢藤有悟

窪 田 ＝ 窪田淳志
伊 藤 ＝ 伊藤泰斗
植 松 ＝ 植松大
塩ノ� ＝ 塩ノ�萌
柳 井 ＝ 柳井真知

【土曜診療について】
令和4年4月1日から、
土曜日は休診です。

国民健康保険加入者への
傷病手当金の適用期間延長について

国民健康保険加入者への傷病手当金の支給適用期間が令和4年6月30日までに延長されました。傷病手
当金の詳細は下記のとおりです。

●支給期間

●支給額

●適用期間
●支給要件

●提出書類

就労できなくなった日から起算して3日経過した日から仕事ができない期間の
うち就労を予定していた日
算定基準：直近の継続した3か月間の給与収入の合計額を就労日数で除した金
額×2/3×就労予定日数
令和2年1月1日から令和4年6月30日の間で仕事をすることができない期間
就労できない期間中、給与等の全額または一部を受け取ることができる被保険
者は対象外となります。
ただし、その額が上記の支給額の算定基準額より少ないときは、その差額が支給
されます。
傷病手当金支給申請書

（世帯主・被保険者記入用・事業主記入用・医療機関記入用）
直近3か月間の給与収入が分かる書類

詳しくは、保健福祉課保健係までお問い合わせください。 TEL.97‐3600

国民健康保険の被保険者のうち、給与等の支払いを受けている方が、新型コロナウイルス感染症に
感染し、または発熱等の症状があり感染症の感染が疑われ仕事に行けず、本来受け取るべき給与等が
受け取ることができない方に傷病手当金を支給します。
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︱
退
任
し
て
、今
の
率
直
な
感

想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

４
年
間
、診
療
所
長
と
し
て

か
か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。定

期
受
診
で
来
ら
れ
る
方

に
は
、毎
回
、「
体
調
は
ど
う
で

す
か
？
」と
お
聞
き
を
し
て
診

療
を
始
め
る
の
で
す
が
、「
元
気

だ
よ
！
」の
言
葉
を
頂
い
た

り
、前
回
の
診
療
よ
り
も
調
子

の
いい
姿
を
見
る
た
び
に
、「
ほ

っ
」と
し
た
り
、元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。
治
療
す
る
立
場

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、訪
問
診

療
も
含
め
、川
上
村
で
の
診
療

を
通
じ
て
、逆
に
日
々
川
上
村

の
皆
さ
ん
に
元
気
を
も
ら
え

た
こ
と
が
、（
今
振
り
返
れ
ば
）

良
かっ
た
な
、と
思
い
ま
す
。

︱
今
後
の
ご
予
定
は
？

山
形
の
実
家
の
診
療
所
で

働
き
ま
す
。
父
も
健
在
で
す

が
、徐
々
に
引
継
ぎ
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
時
期
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。こ
こ
で
皆
さ
ん
と

築
き
上
げ
た
関
係
を
山
形
で

も
築
い
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

︱
結
び
に
一
言
お
願
い
し
ま

す
。診

療
所
に
来
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
の
２
月
ご
ろ
か
ら「
も

う
す
ぐ
川
上
村
を
離
れ
る
」と

い
う
こ
と
を
伝
え
て
き
ま
し

た
が
、そ
の
都
度
激
励
の
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。
後
任
の
先

生
方
に
も
私
同
様
に
元
気
を

与
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。４
年
間
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

伊
澤
和
洋
前
診
療
所
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

３
月
ま
で
川
上
村
診
療
所
長
と
し
て
重
責
を
担
わ
れ
た
前
所
長

伊
澤
和
洋
氏
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
六
年
間
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

今
年
度
末
で
退
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
、か
わ
か
み

保
育
園
の
小
林
で
す
。

六
年
間
、本
当
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
保
育
園
が
一

園
に
な
る
の
を
機
会
に
園
長

と
し
て
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
農
業
や
勤
め
仕
事

が
忙
し
い
間
は
、そ
れ
ぞ
れ
家

の
リ
ズム
が
あ
り
、親
御
さ
ん
と

も
絆
を
深
め
合
う
時
間
を
と

る
の
が
難
し
い
中
、保
育
園
が

子
ど
も
達
に
と
っ
て
楽
し
く
、

元
気
に
な
る
よ
う
な
時
間
に

な
れ
ば
と
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
私
自
身
は
、大
変

楽
し
い
時
間
を
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、は
た
し
て
子
ど

も
達
は
ど
う
だ
っ
た
か

な
？少

子
化
と
言
わ
れ

て
い
る
昨
今
、川
上
村

で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
学

年
が
ほ
ぼ
三
十
人
を
維
持
し

て
お
り
、令
和
４
年
度
は
、最
多

の
三
十
七
名
の
新
入
園
児
を

迎
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、ま
す
ま
す
子

ど
も
た
ち
の
明
る
い
笑
い
声
と

歓
声
の
響
く
園
に
な
る
よ
う
、

お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前
か
わ
か
み
保
育
長

小
林

正
一
氏
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不動産取得税は、不動産（土地・家屋）を取得したときに、取得した方に納めていただ
く税金（県税）です。原則として取得原因（売買・贈与・交換など）、有償・無償にかかわ
らず課税されます。

※宅地（宅地並みに評価されている土地を含む）の課税標準額は、評価額の1/2となります。
※一定の住宅について、軽減措置があります。
※新築の場合、不動産取得税では取得時の評価額、固定資産税では新築した翌年1月1日現在の評価額
（築後１年分の減価を考慮した額）となりますので、不動産取得税における評価額の方が高くなります。

課税標準額（税額計算の基礎となる額）×税率です。

不動産取得税についてのお知らせ

長野県東信県税事務所課税課課税第二係 TEL.0267‐63‐3138
E-mailアドレス：zei-toshin@pref.nagano.lg.jp

不動産を
取得したとき

の税金

課税標準額

□新築家：「固定資産評価基準」により算出した評価額
□その他不動産：市町村の固定資産課税台帳に登録されている価格（原則）

土地3％、住宅3％、住宅以外の家屋4％
税率

土地や家屋を購入された場合などは、所有権移転の登記月から概ね5か月後に、納税通
知書をお送りしますので納税をお願いします。

●問い合わせ先

●土地・家屋を売買等で取得された方へ

※一定の住宅用の土地の場合は、税額の軽減措置がありますので、ご相談ください。

2022年8月頃に納税通知書をお送りします。（特例控除によって免税点未満となり、納
税通知書が送付されない場合もあります。）

●令和3年中に住宅等を新築された方へ

不動産を取得した場合は、不動産取得申告書の提出をお願いします。

詳細は、長野県公式
ホームページをご覧ください。
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近年、高齢運転者のブレーキ踏み間違いによる交通事故が多発しています。村では高齢運転者の交通事故
防止及び被害を軽減するため、後付けで急発進防止装置を取り付けた方を対象に、費用の一部を補助する制
度を令和4年4月1日より開始しました。

①村内に住所を有し、申請年度において満70
歳以上であること。

②自ら使用する目的で自動車へ急発進防止装
置を取り付けること。

③有効な運転免許証を所持していること。
④取付業者に依頼して、自動車に急発進防止

装置を取り付けること。

◆対象となる方

自動車急発進防止装置取付費補助金について

①自家用かつ乗用又は貨物の用途で使用する
普通自動車、小型自動車、軽自動車

②車検証の所有者又は使用者の名義が申請
者であること。

③使用の本拠の位置が村内であること。

◆対象となる自動車

補助金の対象となる経費は、申請時において
所有又は使用している自動車への急発進防止
装置の購入及びその取り付けに要した費用
です。（令和4年4月1日以降に取り付けたも
のが対象です。）

◆補助対象経費

補助対象経費の2分の1の額。上限5万円。
※補助金の交付回数は、
補助対象者1人につき1回です。

◆補助額

※交付申請等の様式は、村ホームページをご覧いただくか、総務課 行政住民係までお問合せください。TEL.97‐2122



生年月日 新成人となる日 成年年齢
2002年4月1日以前生まれ 20歳の誕生日 20歳
2002年4月2日から2003年4月1日生まれ

2022年4月1日
19歳

2003年4月2日から2004年4月1日生まれ
18歳

2004年4月2日以降生まれ 18歳の誕生日

2022年4月1日から成年年齢が20歳から18歳に引き下げられました。日本での成年年齢は20歳
と民法で定められていましたが、「民法の一部を改正する法律」が4月1日から施行されたためです。
これによって、2022年4月1日の時点で18、19歳に達している方は新成人となります。

※女性が結婚できる年齢は16歳から18歳に引き上げられ、男女ともに18歳になりました。

13 広報かわかみ NO.158

未成年の場合、親の同意を得ずにした契約は、「未成年者取消権」により契約を取り消すことができま
す。しかし成年に達すると「未成年者取消権」が行使できなくなるため、契約を簡単に取り消すことが
できません。契約を結ぶかどうかを決めるのも自分、その契約に対して責任を負うのも自分自身にな
ります。その契約が本当に必要か、冷静に判断することが大切です。

成年（18歳）になったらできること 20歳にならないとできないこと
（これまでと変わらないこと）

●親の同意がなくても契約ができる
●公認会計士や司法書士などの国家資格
取得

●親の同意がなくても結婚ができる※

●性別の取扱いの変更審判 など

●飲酒
●喫煙
●公営競技の投票券の購入
●養子を迎える
●大型、中型自動車運転免許の取得 など

成年に達すると、親の同意を得なくても自分の意志で様々な契約ができるようになります。例えば、携
帯電話を購入する、クレジットカードをつくる、ローンを組んで高額な商品を購入する、といったことが
できるようになります。他方で、親の同意がない契約を簡単に取り消すことができなくなります。

●消費者ホットライン「188（いやや）！」
地方公共団体が設置している身近な消費生活
センターや消費生活相談窓口をご案内します。 188（局番なし）



Photopics

1/20
校庭リンク廃止に伴い、児童がスケートをする機会が減
ってしまいました。
そんな中でも、全校児童にスケートに親しんでもらおうと
開催されました。

一小スケートに親しむ日

県中スケート大会では2名の選手が優勝を果たしました。
さらに、全中スケート大会には合計8名の選手が出場しま
した。

全国中学校スケート大会
表敬訪問

4/1
3年ぶりに例年に近い形で開催された消防団の入退団式。
幹部任命のほか、12名の新入団員が消防団の仲間入りをしま
した。

川上村消防団入退団式

令和4年度は保育士1名、看護師1名が新たに川
上村の職員となりました。

川上村辞令交付式

1/26

4/1
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副館長を2年間勤
め上げた遠藤博和
さんが退任し、新
たに居倉地区の赤
堀一成さんが副館
長に任命されまし
た。

公民館副館長任命式4/1
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男子22名女子15名の合計37名の園児
が元気に入園しました！

かわかみ保育園入園式4/4

男子15名女子12名合
計27名の生徒がこれ
からは同じ校舎で勉強
をします！

中学校
入学式4/6

男子5名女子4名の合計
9名の児童が小学生の仲
間入りをしました！

第二小学校
入学式4/6

男子14名女子11名の合計25名の児童
が小学生の仲間入りをしました！

第一小学校入学式4/6

男子6名女子13名の合計19名が
新たな門出を迎えました！

中学校卒業式3/17
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今
年
の
２
月
に
コ
ラ
ボ
企
画
と
し

て
、館
報
か
わ
か
み
と
K
C
V
が
お
互

い
を
取
材
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

館
報
で
は
村
民
の
方
を
紹
介
す
る
ト
ピ

ッ
ク『
鰍
の
眼
』で
K
C
V
の
番
組
制
作

者
を
、K
C
V
で
は
ニュ
ー
ス
番
組『
村
の

う
ご
き
』で
館
報
編
集
会
議
の
様
子
を

そ
れ
ぞ
れ
取
材
し
ま
し
た
。
普
段
取
材

す
る
立
場
で
あ
る
私
達
が
取
材
を
受

け
、ま
た
、各
々
の
作
り
手
側
の
想
い
や

制
作
過
程
な
ど
を
取
り
上
げ
た
内
容

に
関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

か
く
ゆ
う
私
も
、バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
富
な

内
容
の
館
報
か
わ
か
み
は
一
体
ど
う
や

っ
て
で
き
て
い
る
の
か
、と
非
常
に
興
味

を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
職
権
乱
用
と

言
わ
れ
て
も
否
定
は
で
き
な
い
で
す
。
た

だ
、そ
れ
以
上
に
刺
激
的
で
勉
強
に
な

っ
た
取
材
現
場
で
し
た
。
各
編
集
委
員

が
ど
こ
か
ら
仕
入
れ
て
き
た
の
か
聞
き

た
く
な
る
よ
う
な
ネ
タ
提
案
を
皮
切
り

に
各
々
、意
見
を
出
し
合
っ
て
肉
付
け
し

て
い
く
様
子
は
圧
巻
で
し
た
。
媒
体
の

性
質
上
、人
の
手
に
形
と
し
て
残
り
、何

年
経
っ
て
も
読
み
返
さ
れ
る
館
報
。
そ

の
制
作
過
程
を
覗
け
た
こ
と
は
、と
て

も
幸
運
だ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

同
じ
村
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
立
場

で
、各
々
違
っ
た
角
度
や
方
法
で
川
上

村
の
今
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
同

じ
志
を
持
つ
私
達
は
、こ
れ
か
ら
も
切

磋
琢
磨
し
て
い
き
、そ
し
て
村
民
の
皆
さ

ん
に
寄
り
添
っ
た
内
容
を
お
届
け
す
る

よ
う
努
め
ま
す
。
…
個
人
的
に
は
、新

型
コ
ロ
ナ
の
第
６
波
の
影
響
で
見
送
り

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
う
一
つ
の
コ
ラ
ボ

企
画
の
実
現
を
、強
く
、願
っ
て
い
ま
す
。

【
企
画
課

中
島

樹
】




